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事業概要

新型コロナウイルス感染症
への対応（経済対策）との
関係

 静岡市は、新型コロナウイルス感染症への対応として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、制度要綱に定める交付対象事業の要件「新型コロナウ
イルスの感染拡大の防止及び感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生に資する事業」に該当する以下の事業を実施します。

病院事業会計補助金

①目的
 コロナ禍において光熱費高騰による影響を受けている病院事業に対して価格高騰影響分を財政支援することで、地域医療を提供している病院の機能を維持するこ
とを目的とする。（医療機関に対する物価高騰対策支援）

②交付金を充当する経費・算定根拠
  光熱水費（電気）：60,999千円  算定根拠：R4実績-R1〜R3平均 ⇒ 195,361千円（R4実績）− 134,362千円（R1〜R3平均）
  光熱水費（ガス）：29,019千円  算定根拠：R4実績-R1〜R3平均 ⇒ 116,655千円（R4実績）− 87,636千円（R1〜R3平均）

③交付対象
 １）交付対象者
 静岡市立清水病院

 ２）交付対象者の選定理由・選定方法
 静岡市立清水病院は、清水地域の中核病院として新型コロナウイルス感染症への対応を含め、主に急性期医療を担っているが、今般のコロナ禍における光熱費高
騰が病院の経営へ悪影響を及ぼしている。静岡市立清水病院は、特に清水地域で唯一新型コロナウイルス感染症患者を受け入れている医療機関であり、病院の休止
や診療機能縮小は静岡市民の生命・健康に悪影響を及ぼす。そこで、市立病院としての診療機能を維持し、静岡市民の生活を守るため、静岡市立清水病院を交付対
象者として、補助金を交付する。

④期待される効果
 新型コロナウイルス感染症の影響下においても、静岡市立清水病院の診療機能が維持され、静岡市民の生命・健康が守られる。

 病院事業は、コロナ禍におけるエネルギー価格等の高騰により、令和４年４月〜９月の光熱費（電気・ガス）の実績が、前年同期比136.7％（電気）、129.8％
（ガス）となり、このままでは予算不足により事業継続が困難な状況となる。
 病院事業のエネルギー価格の高騰分を一般会計から繰り出し、病院の診療機能の維持を支援する本事業は、新型コロナウイルスの感染症への対応など市民の生活
の維持に資するものであるため、地方創生臨時交付金を活用することが妥当である。


